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火の くにに おひいで たれば 言 ふことの 

ま 

皆恥づ かしく 頰の 染まる かな (晶子) 

年月 は どんなに たっても、 源氏 は 死んだ 夕顔の こと 

を 少しも 忘れずに いた。 個性の 違 つ た 恋人 を 幾人 も 得 

た 人生の 行路に、 その 人が いたなら ばと 遺憾に 思われ 

る ことが 多かった。 右近 は 何でもない 平凡な 女で ある 

が、 源氏 は 夕顔の 形見と 思って 庇護す ると ころが あつ 

たから、 今日で は 古い 女房の 一人に なって 重んぜられ 

もして いた。 須 磨へ 源氏の 行く 時に 夫人の ほうへ 女房 



つ に は あそばすまい」 

と 乳母 は 興奮す る。 それの 実現され るよう に 神 や 仏 

むすこ 

に 願 を 立てて いた。 娘た ち も 息子た ち も 土地の 者と 縁 

組み をして 土着せ ねばならぬ ように 傾いて いく。 心の 

中で は 忘れない が 京 はいよ いよ 遠い 所に なって いった。 

大人に なった 姫君 は、 自身の 運命 を 悲しんで 一年の 三 

度の 長 精進な どもして いた。 二十ぐ らいになる とすべ 

ての 美が 完成され て、 まば ゆい ほどの 人に なった。 こ 

しょ-つに 

の少武 一家の いる 所 は 肥 前の 国な ので ある。 その 辺で 

うわさ 

の 豪族な ど は、 少武の 孫の 噂 を 聞いて、 今でも 絶えず 

結婚 を 申し込んで くる、 うるさい ほどに。 



ちょっと きれいで、 唐紙に 香の 薫りの 染ませ たのに 書 

いて 来る 手紙 も、 文章 も 物に なって はいなかった。 ま 

たず 

た 自身 も 親しくな つた 少 式 家の 次男と つれ 立 つ て 訪ね 

て 来た。 年 は 三十く らいの 男で、 背が 高くて、 もの も 

のしく 肥って いる。 きたなく は 思われな いが、 いろい 

ろ 先入主に なって いる ことがあって、 見た 感じが うと 

ましい。 荒々 しい 様子 は 見た だけで も 恐ろしい 気がし 

た。 血色が よくて 快活で は あるが、 涸れ 声で 語り 散ら 

す。 求婚者 は 夜に 訪問す る ものに なって いるが、 これ 

は 風変わりな 春の 夕方の ことであった。 秋で はない が 

怪しい 気持ち (何時 とても 恋しから ず は あらね ども 秋 



の 夕べ は 怪し かりけ り) になった のか もしれ ない。 

きげん 

機嫌 を そこねまい として 未亡人のお とどが 出て 応接し 

た。 

かく 

「お 亡れ にな つ た 少武は 人情味の た つ ぶりと あるり つ 

ばな お 役人で したから ぜひ 御 懇親 を 願いたい と 思いな 

がら、 こちらの 尊敬 心 をお 見せで きなかった うちにお 

気の毒に 死んで おしまい になった から、 そのかわりに 

御 遺族へ 敬意 を 表しようと 思って、 奮発して、 一所 懸 

命に なって、 しいて 参りました。 こちらに おいでにな 

る 姫君が 御身 分の いいこと を 私 は 聞いて いて、 尊敬 申 

してます が、 妻に なって いただき たいの だ。 我輩 は 一 



いう 不運な のでしょう、 あの人 は 並み並みに 一人前の 

女に 成り切って いないと ころがありまして ね、 自分 は 

結婚ので きない 身体 だと あきらめて いますが、 かわい 

そうで も、 私 どもの 力で はどうに もなら な いので ござ 

レ ます」 

と、 おと ど は 言った。 

「決して 遠慮 をな さるに は 及びません よ。 どんな 盲目 

まも わがはい 

でも、 いざりで も 私 は 護って いって あげます。 我輩が 

人並みの 身体に 直して あげます よ。 肥 後一 国の 神仏 は 

我輩の 意志 どおりに 何事 も 加勢して くれます からね」 

などと 監は 誇って いた。 結婚の 日 どり も 1! 日ごろと 



いうよう な こと を監が 言う と、 おと どの ほうで は、 今 

月 は 春の 季の 終わりで 結婚に よろしくない というよう 

な 田舎め いた 口実で 断 わる。 縁側から 下りて 行く 時に 

なって、 監は歌 を 作って 見せた くな つた。 やや 長く 考 

えてから 言い出す。 

まつら 

「君に もし 心た が はば 松 浦なる かがみの 神 を かけて 

誓 はん 

マ J の 和歌 は 我輩の 偽らない 感情が うまく 表現で きた 

と 思います」 



人、 姫君の 付き添いの 女房 は 全部で 三人、 これ は 髪の 

つぼし よ 1 つ ぞく 

上から 上着 を 着た 壺 装束 をして いた。 それから 下女 

が 二人、 これが 一行で、 派手な 長谷詣 りの 一行で はな 

かった。 寺へ 燈明料 を 納めたり する こと を ここで 頼ん 

あるじ 

だり している うちに 日暮れ 時に なった。 この 家の 主人 

である 僧が 向 Y J うで 言 つてい る。 

「私に は 今夜 泊めようと 思って いるお 客が あつたの だ 

のに、 だれ を 勝手に 泊めて しまったの だ、 物 知らず の 

女 どもめ、 相談な しに 何 をした の だ」 

怒って いるので ある。 九州の 一行 は 残念な 気持ちで 

これ を 聞いて いたが、 僧の 言った とおりに 参詣 者の 一 



いた。 

ぜん 

「これ を 姫君に 差し上げて ください。 膳 や 食器な ども 

寄せ集めの もので、 まったく 失礼な のです」 

右近 はこれ を 聞いて いて、 隣に いる 人 は 自分ら の 階 

級の 人で はない らしい と 思った。 幕の 所へ 寄って のぞ 

いて 見た が、 その 男の 顔に 見覚えの ある 気がした。 だ 

れ であるか はま だ わからない。 豊後 介の) J く 若 い 時 を 

知っている 右近 は、 肥えて、 そうして 色 も 黒くな つて 

いる 人 を 今 見て、 直ぐに は 思い出せな いので ある。 

「三 条、 お召しで すよ」 

と 呼ばれて 出て 来る 女 を 見る と、 それ も 昔 見た 人で 



九州の 一行の 中の 姫君の 姿 を 目に 探って いた。 そのう 

ちに 美しい 後ろ姿 をした 一 人の、 非常に 疲労した 様子 

ひとえ 

で、 夏の 初めの 薄絹の 単衣の ような 物 を 上から 着て、 

隠された 髪の 透き 影 の み，) J と そ うな 人 を 右近 は 見 つ け 

た。 お気の毒 であると も、 悲しい ことで あると も 思つ 

てながめ たので ある。 少し 歩き 馴れた 人 は 皆ら くらく 

みどう かいほう 

と 上の 御堂へ 着いた が、 九州の 一行 は 姫君 を 介抱し な 

がら 坂 を 上る ので、 初夜の 勤めの 始まる ころに よう や 

く 御堂へ 着いた。 御堂の 中 は 非常に 混雑して いた。 右 

こも ベ や 

近が 取らせて あ つたお 籠り 部屋 は 右側の 仏前に 近い 所 

であった。 九州の 人の 頼んで おいた 僧 は 無勢 力なの か 



たいなくて」 

右近 はくわし い 話 もしたい ので あるが、 仏前の 経 声 

の 大きい のに 妨げられて、 やむをえず 仏 を 拝んで だけ 

いた。 

この 方 をお 捜しく ださい ませ、 お逢わせ ください ま 

せとお 願いして おりました こと をお かなえく ださい ま 

おと ど 

したから、 今度 は 源氏の 大臣が この 方 を 子に してお 世 

おぼしめ 

話 をな さりたい と 熱心に 思 召す ことが 実現され ますよ 

うにお 計らいく ださい ませ、 そうして この 方が 幸福に 

おなりに なります ように。 

さんけ い 

と 祈って いるので あった。 国々 の 参詣 者が 多かった _ 



た。 右近 は それほど 長く いようと は 思って いなかった 

が、 この 機会に 昔の 話 も 人々 としたく 思って、 寺の ほ 

う へ 三日間 参籠す ると 言わせる ために 僧 を 呼んだ。 雑 

力ん もん 

用 をす る 僧 は 願文の ことな どもよ く 心得て いて、 すば 

やくいろ いろの こと を 済ませて いく。 

ふじ わらの るりぎ み 

「いつもの 藤 原 瑠璃 君と いう 方の ためにお 経 を あげて 

よくお 祈りす ると 書いて ください。 その 方に ね、 近 ご 

ろお 目に かかる ことができました からね。 その 願 果た 

しも させて いただきます」 

と 右近の 命じて いる こと も 九州の 人々 を 感動 させた _ 

「それ は 結構な ことで したね。 よくこ ちらで お祈りし 



「もう わかった よ。 あの 事情 を 知ってい らっしゃらな 

い 方が いられる の だからね」 

と 源氏が 隠す よう に 言う と 、 

「私が おじ やまな の、 私 は 眠くて 何のお 話 だか わから 

ない のに」 

によおう そで 

と 女王 は 袖で 耳 をふさいだ。 

さ：：：' ょラ 

「どんな 容貌、 昔の 夕顔に 劣って いない」 

「あんなに はおな りに ならない かと 存じて おりました 

けれど、 とてもお きれいに おなりに な つ たようで ござ 

レ ます」 

「それ はいいね、 だれぐ らい、 この 人と はどう」 



くへ 寄せた。 

r き まりを 悪が りすぎ ま すね 」 

と 源氏 は 少し 笑った。 ほんとうにと 思って いるよう 

な 姫君の 目つ きであった。 少しも 他人の ように は 扱わ 

ないで、 源氏 は 親ら しく 言う。 

「長い間 あなたの 居所が わからな いので 心配ば かりさ 

せられ ましたよ。 こうして 逢う ことができても、 まだ 

夢の ような 気がして ね。 それに 昔の ことが 思い出され 

て 堪えられな いものが 私の 心に あるので す。 だから 話 

もよ くで きません」 

こう 言って 目 をぬ ぐう 源氏であった。 それ は 偽りで 



なくて、 源氏 は 夕顔との 死別の 場 を 悲しく 思い出して 

いるので あった。 年 を 数えて みて、 

「親子で あ つ てこん なに 長く 逢えな か つ たというよう 

な こと は 例 もないでしょう。 恨めしい 運命でした ね。 

もうあな たは 少女の ように 恥ずかしが つ てば かりいて 

よい 年で もない のです から、 今日までの 話 も 私 はした 

いのに、 なぜ あなた は 黙って ばかりい ます か」 

と 源氏が 恨み を 言う の を 聞く と、 何と 言つ てよ いか 

わからぬ ほど 姫君 は 恥ずかし いので あ つ たが、 

「足 立たず で (か ぞいろ はいかに 哀れと 思 ふらん 三と 

せに なりぬ 足 立たず して) 遠い 国へ 流れ着きました こ 



方」 

と 女王 は 言う。 

「そうだった、 あなた を 今の ような 私の 心 だったら そ 

う 取り扱う のだった。 無分別に 妻な どに はしないで、 

娘に して おくのだった」 

夫人の 顔 を 赤らめた のが いかにも 若々 しく 見えた。 

19 ずリ t だ 

源氏 は 硯 を 手 もと へ 引き寄せながら、 無駄 書きの よ 

うに 書いて いた。 

たま かづ ら 

恋 ひわた る 身 は それながら 玉鬟 いかなる 筋を尋 

ね 来つ らん 



氏が 思いやり 深さから 起こった ことと 言わねば ならな 

ヽ o 

レ 

いしょう 

年末に なって、 新年の 室内装飾、 春の 衣裳 を 配る 時 

にも、 源氏 は 玉鬟を 尊貴な 夫人ら と 同じに 取り扱った。 

どんなに 思いの ほかによ い 趣味 を 知った 人と 見えても、 

また どんな まちが つ た 物の 取り合わせ をす るか もしれ 

ぬと いう 不安な 気持ち もあって、 玉鬟の ほうへ はすで 

に 衣裳に でき 上がった 物 を 贈る ことにし たが、 その 時 

に ほうぼうの 織物 師が 力い つ ぱいに 念 を 入れて 作り出 

， J う ちぎ 

した 厚 織物の 細長 や 小 桂の 仕立てた の を 源氏 は 手 もと 

へ 取り寄せて 見た。 



はなやかで きれいな 人と 見えながら も艷な 所の 混じつ 

たま かずら 

ていない 顔に 玉鬟の 似て いる こと を、 この 黄色の 上 

着の 選ばれた ことで 想像した のであった。 色に 出して 

見せない ので あるが、 源氏 は その ほう を 見た 時に、 夫 

人の 心の 平静で ない の を 知った。 

きりょう 

「もう 着る 人た ちの 容貌 を 考えて 着物 を 選ぶ こと はや 

める ことにしよう、 もらった 人に 腹 をた てさせる ばか 

リだ。 どんなに よくで きた 着物で も 物質に は 限りが 

あって、 人の 顔 は 醜くても 深さの ある もの だからね」 

すえつ むはな 

こんな， J とも 言いながら、 源氏 は 末 摘 花の 着 料に 柳 

からくさ 

の 色の 織物に、 上品な 唐草の 織られて あるの を 選んで、 
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